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インターバンクの声 （2015 年 4 月 24 日） 
 

昨晩のニューヨーク市場の序盤は、新規失業保険申請件数が市場の減少予想

とは裏腹に千件近くも増加、その後の３月の新築住宅販売件数も低調だった

ことから円買い・ドル売り相場となった。これに株価の値下がりが加われば

センチメントは一気に悪化するところだったが、企業決算では３M や GM が市

場予想より弱い発表となったものの、ダウ・ケミカル、キャタピラーなどが

堅調な結果を示したことで上昇に転じたため、為替市場でのドル続落を防ぐ

効果もあったようだ。また、原油相場がサウジアラビア軍によるイエメンへ

の攻撃による供給不安や米国内での原油減産観測による上昇も株価上昇に繋 

がっていたようだ。少し前の時代であれば、原油価格の上昇は米国経済にと

ってもマイナスだったが、米国が自前での原油調達が可能となったことや巨

大なシェールガスの保有国となったことで、原油価格の上昇が米経済にプラ

スになる時代になってしまった。日本も周辺海域に埋蔵されているとされる

メタンハイドレートの採掘が可能な時代になれば、原油価格の変化による為

替相場の変化も今までとは全く違うものになるのだが、当分はそうした話の

現実化はなさそうだ。 
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